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研究の概要（４行以内） 
現代世界が直面する諸問題（民族紛争、宗教対立、貧富の拡大、環境破壊、ジェンダー不

平等、社会的不寛容など）の解決のためにこれまで数百年に渡って正当に評価されること

のなかったアフリカ社会で生成発展してきた知恵や思想を、「アフリカ潜在力」として取り

出し実践的な処方箋として検討すると同時に、それを新たな人文知の基礎として解明する。 
研 究 分 野：総合人文社会 

キ ー ワ ー ド：アフリカ潜在力、紛争解決、環境保全、社会的平等、市民性、 

１．研究開始当初の背景 
アフリカ社会は独立を獲得したのち、２０

世紀末になると、政治的混乱や経済的破綻

が続き、国際社会からは救済・同情の対象と

見なされてきた。内戦内乱、経済崩壊、社会

的混乱、生態系や環境の破壊といった「問

題」に直面するとき、国際社会はグローバルス

タンダードに基づく処方箋で問題を解決しよう

としたが、結果的に失敗した。アフリカ社会が

創造した思考や制度によって問題解決の糸

口を掴む可能性があるのではないかというの

が出発点であった。 

２．研究の目的 
第一は、現代アフリカ社会が直面している多

様な困難や難題に対して、アフリカ潜在力に

問題解決のための有効性がどの程度備わっ

ているのかを、現実の困難に直面している現

場から明らかにすること。第二は、第一の問題

解明を通して獲得したアフリカ潜在力を総合

し理論化する作業を行うことによって、21 世紀

の人類社会の知の地平を拡げ、問題解決の

実践力と新しい世界観の双方を展望する、新

しい人文・社会的知を抽出すること。 

３．研究の方法 
研究方法の大原則は現地のフィールドワー

クを通して現場から学ぶことである。それ

を基礎として、それぞれテーマと関心を共

有する「アフリカ潜在力共同研究班」を７

組設け、さらに合同研究会、班長会議、全

体会議によって各班の有機的連携と成果共

有を測る。その成果をアフリカ人の中核メ

ンバーと定期的に共有し問題点と可能性を

明確化する。 
４．これまでの成果 
本研究の二つの目的（①現代世界の直面す

る困難を乗り越える方策としてアフリカ潜

在力の汎用性を検討する、②アフリカ潜在

力の根底にある人間観や社会観を抽出し新

しい人文学的知識の様式を提出する）を追

求するために、これまで以下のような成果

をあげた。第一の目的に対してまずアフリ

カ潜在力概念の精緻化（理論化）を進め欧
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米の学会やアフリカ各地のフォーラムを通

じてその有効性について強力に発信した。

それを踏まえて 3 系 7 共同研究班が連携し

たフィールドワークによってアフリカ潜在

力が多様な問題解決のために有効であるこ

とを確認できた。これはアフリカ潜在力が、

現代世界の難題解決に貢献する可能性を示

したものである。第二の目的に対しては、

アフリカ社会が創造する人間観や社会観が、

人類社会に対するもう一つの普遍性に繋が

っていることを 3 回のアフリカフォーラム

を通じて確認できた。これはアフリカ発の

新たな人文知の可能性を展望するものであ

る。 

５．今後の計画 
「アフリカ潜在力」の問題解決のための実

践的汎用性について、さらに広く深く事例

を確認し検討すると同時に、それを支える

もう一つの人文知の抽出のために、哲学的

思想史的作業にも力点を置く。そのための

場として、アフリカフォーラムを、2019
年度にはザンビア（ルサカ）で開催し南部、

中央部アフリカから研究者を招く。2020
年度にはタンザニア（ダルエスサラーム）

で開催し、東部、北東部アフリカの研究者

を集める。また最終年度は京都で総括シン

ポを開催する。７つの共同研究班からは研

究成果を 7 巻の英書シリーズとして

LANGAA から出版する。また理論と実践

の総括として、アフリカ人コアメンバーと

日本側メンバーの共著で英書を刊行する。 
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